
令和５年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立六郷中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・タブレット等のＩＣＴを効果的に用いた授業展開を工夫することで、以前よりも自分の考

えをもち、他者と交流をしながら自分の考えを深めようとする姿勢が定着してきた。 

（２） 課題 

 ・「漢字」を書くことにおいて目標値を下回っているため、定期的な小テスト、作文等の中

で書くことの指導を継続的に行う。 

・文を書くことにおいて正答率が低いため、問題を正しく読み取ること、自分の考えを明確

に書くことを作文指導の中で継続的に行う。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第１学年 

目標値に対して、基礎、

活用ともに下回ってい

る。「我が国の言語文化

に関する事項」「書くこ

と」において、目標値を

やや上回っている。 

  

第２学年 

目標値に対して、基礎は

上回っている。活用はや

や下回っており「文法・

語句に関する事項」「文

章を書く」において目標

値を下回っている。 

目標値に対して、基礎、

活用ともに上回ってい

る。 

「我が国の言語文化に

関する事項」において目

標値を下回っている。 

（第１学年時） 

 

第３学年 

目標値に対してやや下

回っている。「文学的な

文章の内容を読み取る」

においては目標を上回

っているが、「文章を書

く」において目標を下回

っている。 

目標値に対して、基礎、

活用ともに上回ってい

る。「漢字を書く」「文学

的な文章の内容を読み

取る」において目標値を 

下回っている。 

（第２学年時） 

目標値に対して、基礎、

活用ともに上回ってい

る。「話の内容を聞き取

る」において目標値を下

回っていた。 

（第１学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値を下回っている。 

特に「漢字を書く」「説明的

な文章の内容を読み取る」に

おいては目標値を大きく下

回っている。 

目標値を下回っている。 

特に「文学的な文章の内容を

読み取る」「身近な地域につ

いて調べて発表する」におい

て目標値を大きく下回って

いる。 

目標値をやや下回っている。 

ただし、「文章を書く」にお

いて目標値を上回っている。 

  



 

② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値をやや下回っている。 

ただし「漢字を読む・書く」

においては目標値を上回っ

ている。 

目標値をやや下回っている。

特に「文章を書く」において

目標値を大きく下回ってい

る。 

目標値を大きく下回ってい

る。特に「文章を書く」にお

いて目標値を大きく下回っ

ている。 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値を上回っている。ただ

し「漢字を書く」においては

目標値をやや下回っている。 

目標値をやや下回っている。

特に「文章を書く」において

目標値を大きく下回ってい

る。ただし、「文学的な文章

の内容を読み取る」において

は目標値を上回っている。 

目標値を大きく下回ってい

る。特に「文章を書く」にお

いて目標値を大きく下回っ

ている。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

「漢字を書く」学習を小テス

トやドリルパークで繰り返

し取り組ませながら定着を

図る。 

「説明的な文章の読み取り」

において、情報を正確に読み

取る・整理する力を定着させ

るよう指導を工夫する。 

表現の効果を考えながら文

章を読み取る指導を工夫す

る。知識・技能にも関連する

ことだが、資料を活用して自

分の考えが相手に伝わりや

すい表現を考えさせる授業

展開を工夫する。 

作文を書くことに苦手意識

はないようだが、指示（条件）

通りに書くことに課題があ

る。条件作文を繰り返し練習

しながら、指示を正しく読み

取り、書く力の定着を図る。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文法や漢字の学習を授業の

中で多く取り入れる。また定

期的に振り返りを行うこと

で定着を図る。 

ＩＣＴを活用して、自分の考

えを書く場面を授業の中で

多く設定し、記述に対する苦

手意識の軽減を図る。また記

述の量を少しずつ増やすな

どし、作文につながるよう工

夫する。 

作文を書く際に、指示されて

いる項目に細かく分けて書

く練習を行い、問われている

ことを正しく読み取り、書く

力の定着を図る。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

書く活動においてＩＣＴの

活用と手書きを適切に使い

分け、漢字を書く機会を増や

すことで定着を図る。 

考えたことを、根拠を明確に

しながら順序だてて書ける

よう、幅広いテーマで演習

し、書く力の定着を図る。 

自分の考えが形成できるよ

う、話し合い活動を多く取り

入れ、作文に対する苦手意識

を軽減させる。 

 


